
 

資料２別添 



No 表紙画像 名称／著者／出版社／価格 内容　※「BOOK」データベース等から抜粋

きつおんガール

小乃　おの

合同出版

¥1,400

Shrink〜精神科医ヨワイ〜

著：月子　原案：七海　仁

集英社

¥600

いのちのカプセルにのって

岡田　なおこ（著）

汐文社

¥1,600

「お手伝いしましょうか？」　うれし
かった、そのひとこと

著：高橋　うらら　絵：深蔵

講談社

¥1,450

なぜ人と人は支え合うのか

渡辺　一史（著）

筑摩書房

¥880

こんな夜更けにバナナかよ

渡辺　一史（著）

文藝春秋

¥600

5

『こんな夜更けにバナナかよ』から15年、渡辺一史最新刊！

ほんとうに障害者はいなくなった方がいいですか？
今日、インターネット上に渦巻く次のような「問い」にあなたならど
う答えますか？
「障害者って、生きてる価値はあるんでしょうか？」
「なんで税金を重くしてまで、障害者や老人を助けなくてはいけない
のですか？」
「自然界は弱肉強食なのに、なぜ人間社会では弱者を救おうとするの
ですか？」

気鋭のノンフィクションライターが、豊富な取材経験をもとにキレイ
ゴトではない「答え」を真摯に探究！
あらためて障害や福祉の意味を問い直す。

6

 鹿野靖明、34歳。
 難病の筋ジストロフィー患者で、 一人では寝返りも打てない。
だけど、自由に生きたい！
 自ら集めたボランティアに支えられての自宅暮らしはわがまま放題。
バナナが食べたくなったら、たとえ真夜中でも我慢しない。
 病院で、天井を見つめて ただ生きているだけなんて、意味がない。

そのわがままは命がけだった。

 原作は、 大宅賞、講談社ノンフィクション賞をW受賞した傑作ノン
フィクション。

 壮絶ながらも、命の輝きに満ちた日々を描く笑って泣ける話題の映画
のノベライズ版。

3

身体に障害があり支援学級に通っているあかりは、外に出るのがすき
ではなく、なんでも「どうせできないよ」と思いがち。
子犬のマモルとであったことをきっかけに、友だちに心を開きはじめ
る。
また、散歩でであった、同じ障がいをもつおばあさんと知りあい、自
分を見つめなおす…。

4

街で出会う、障害のある人やお年寄り、赤ちゃんを連れた人を手伝っ
てあげたいと思うことがあります。でも、どうしたらいいかわからず
躊躇してしまうことが多いものです。声掛けやお手伝いの方法を知っ
ていたら自信をもってできるのでは？　方法を学びながら、当事者の
事情や気持ちにも寄り添い考える内容で、小学生向けですが、大人も
いっしょに読んでほしい本です。

2

パニック障害、うつ病、発達障害──。隠れ精神病大国と呼ばれる日
本は、その名の通り、精神病患者の数自体は、アメリカ等と比べると
少ない。その一方で、自殺率は先進国の中でも最悪レベル。悩んでい
ても“精神科は特別なところ"という思いこみが、人々の足を遠のか
せてしまう…。
精神科医・弱井は、そんな日本の現状を変えていき、一人でも多くの
“心"を救うべく、こう願う。
「僕はこの国に、もっと精神病患者が増えればいいと思っています」

特設コーナー関連図書一覧（１）
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吃音で苦しんでいる人に伝えたい、
「吃音があったって」「〝きれいに〟話せなくたって」思いは相手に
伝えられる。

「あ、あ、あ……（ありがとう）」うまく言葉が出てこない……。
小学生の時、音読の順番が回ってくるのが怖かった。
なぜ吃音のある私が、コミュニケーション中心（！）の社会福祉士と
いう仕事を選んだのか。
吃音で悩んでいたときのこと、言葉がスムーズに出せない感覚、恩師
の言葉、社会福祉士としての仕事――。
吃音と生きてきた私の物語。



No 表紙画像 名称／著者／出版社／価格 内容　※「BOOK」データベース等から抜粋

ぷかぷかな物語

高崎　明（著）

現代書館

¥1,700

障がい者だからって、稼ぎがないと思
うなよ。

姫路　まさのり（著）

新潮社

¥1,364

伴走者

浅生　鴨（著）

講談社

¥680

プロテインなしでベンチプレス150kg
を挙げる方法

佐藤　芳隆（著）

東京図書出版

¥900

もうどう犬べぇべ

セア　まり（著）　平澤　朋子（絵）

ぽるぷ出版

¥1,500

盲導犬引退物語

沢田　俊子（著）　大庭　賢哉（著）

講談社

¥680

12

人のために働く盲導犬。10歳ごろには引退します。年取った盲導犬
は、だれがめんどうを見ているのでしょう？　どんな生活をしている
のでしょう？

学校でいじめられていた女の子に寄り添ったバルダ／犬嫌いな家族を
かえたグレッグ／引退した犬を順番に12頭も引き取った人の話、な
ど６つのお話が入っています。

10

継続は力なり！トレーニングを始めて7年、プロテインなしで150kg
を挙げる！
そして世界選手権出場！　2000年に事故に遭い、車いすの生活に。
手術・入退院を繰り返す。サラリーマン生活の中でトレーニングを始
めたきっかけは健康のためだった。どのようなトレーニングをしたの
か詳細に纏めた。

11

べぇべは、いつもこまった顔をした犬です。でもじつは、「もうどう
犬」という、特別な犬なのです。もうどう犬は、見えないひとといっ
しょに歩いて、目のかわりをする犬のこと。道にある障がい物をよけ
て、見えない人が安全に歩けるようにするのです。ほとんど目が見え
ないメグは、べぇべといっしょにくらすようになってから、毎日いろ
んなことに挑戦するようになりました……。

9

「お前は伴走者だ。俺の目だ」

伴走者とは、視覚障害者と共に走るランナーである。「速いが勝てな
い」と言われ続けた淡島は、サッカーのスター選手として活躍しなが
ら事故で視力を失った内田の伴走者として、パラリンピック出場を賭
け国際大会で金メダルを狙う。アルペンスキーのガイドレーサーを描
く「冬・スキー編」も収録。解説・川越宗一。

8

低賃金が当たり前って、おかしくない？　誰にとっても大事な、自立
のための「お金」の話。働いて、自立したい！　そんな「当たり前」
を実現させた、障害のある人たちが働く「成功企業」があった！　行
列の絶えないフレンチレストラン、年商２億円に届いたクッキー工
場、重度障がい者を主力とするコンピューターハウス、人気のワイナ
リー等々。５万円で生活が、８万円で未来が、10万円で働き方が変
わる！
実際の盲導犬ユーザーが書いた絵本で、一読すると、盲導犬の仕事は
なにか、ユーザーと盲導犬の関係はどんなものかなどがわかります。
最後に解説つき。

特設コーナー関連図書一覧（２）

7

「障がいのある人たちとは一緒に生きていった方がトク」というメッ
セージを様々な形で発信し、障がいのある人もない人も、お互いが暮
らしやすい地域を作る。そんなNPO法人「ぷかぷか」の日々の積み重
ねから豊かな社会が見えてくる。「共に生きる」という総論には賛成
でも、近くに障害者施設ができると「地価が下がる」「何が起きるか
心配」などの偏見から反対運動が起きる。相模原障害者殺傷事件に象
徴されるように障害のある人たちが排除されがちな社会にあって、
「ぷかぷかさん（利用者をこう呼ぶ）が好き！」というファンを増殖
させ、障害のある人と一緒にいた方が楽しいと思わせてくれる、ぷか
ぷかさんたちの魅力あふれる一冊。


